
   

随
想 

難
問
山
積
・
何
処
へ
行
く
日
本 

阿
部
敏
勝
（
会
員
）  

内
外
の
問
題
が
山
積
し
、
閉
塞
感
が
溢
れ
て
い
る
日
本
。
中
で
も
緊
急
の
課
題
は
社
会

保
障
制
度
の
立
て
直
し
と
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
（
安
保
条
約
）
の
行
方
で
す
。
今

回
は
こ
の
二
つ
に
搾
っ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

一
、
少
子
高
齢
化
社
会
と
社
会
保
障
の
緊
要
性 

世
界
に
類
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
少
子
高
齢
化
社
会
、

こ
の
影
響
は
年
金
、
介
護
等
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
生
産
や
消
費
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
教
育
や
就
業
、
家
族
や
地
域
の
形
態
、
税
収
や
予
算
に
ま
で
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
て
お
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
団
塊
の
世
代
で
す
、
戦
後
の
昭
和
二
十
年
代
に
生
ま
れ
た
彼
等
も
早
や
年
金

の
受
給
世
代
（
六
〇
代
）
戦
中
世
代
の
長
命
化
と
合
い
ま
っ
て
年
金
給
付
を
ふ
く
ら

ま
せ
、
社
会
保
障
費
給
付
年
額
一
〇
五
兆
円
中
そ
の
半
分
を
占
め
る
に
到
っ
て
お
り

ま
す
。
（
因
み
に
医
療
給
付
は
約
三
〇
％
、
介
護
給
付
は
約
七
％
）
こ
れ
に
伴
な
い

一
般
会
計
の
総
予
算
（
平
成
二
十
三
年
度
）
中
の
約
三
割
、
二
八
、
七
兆
円
を
社
会

保
障
費
が
占
め
る
に
到
り
、
亦
今
後
毎
年
一
兆
円
宛
増
え
る
見
込
み
、
今
や
こ
の
制

度
の
立
て
直
し
こ
そ
民
心
安
定
の
要
諦
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
22
・
12
・
25
附
毎
日
新
聞
） 

  

二
、
歯
止
め
を
越
え
た
日
米
軍
事
同
盟 

 

昨
年
末
に
発
表
さ
れ
た
「
新
防
衛
大
網
」
に
よ
り
ま
す
と
今
後
の
防
衛
計
画
は

「
仮
装
敵
国
の
脅
威
に
対
抗
」
す
る
た
め
「
米
軍
と
の
共
同
作
戦
基
盤
を
確
立
」
し

「
所
要
の
防
衛
力
を
整
備
す
る
」
と
の
こ
と
。 

 

（
22
・
8
・
31
附
朝
日
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
防
衛
省
は
中
国
軍
の
近
代
化
に
対
応

し
て
ア
メ
リ
カ
軍
を
参
考
に
陸
自
海
兵
隊
並
び
に
輸
送
船
を
検
討
中
） 

即
ち
こ
の
計
画
は
力
に
よ
る
世
界
の
覇
権
を
目
指
す
ア
メ
リ
カ
の
新
防
衛
計
画

（
Ｑ
Ｄ
Ｒ
）
に
準
拠
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
歯
止
め
で
あ
っ
た
「
専

平
成
二
十
三
年
一
月
五
日 



守
防
衛
の
理
念
に
基
づ
く
基
礎
的
防
衛
力
構
想
」
を
越
え
る
も
の
で
か
く
し
て
防
衛

力
及
び
防
衛
予
算
は
旧
日
本
軍
の
そ
れ
と
同
じ
く
肥
大
化
、
聖
域
化
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。 

（
因
み
に
現
行
の
防
衛
予
算
四
，
八
兆
円
、
他
に
米
軍
費
用
の
肩
代
わ
り
一
、
八

五
八
億
円
、
米
軍
グ
ア
ム
移
設
費
負
担
六
，
〇
〇
〇
億
円
）
。 

  

三
、
「
軍
拡
よ
り
も
国
民
生
活
」
が
憲
法
の
教
え 

 
 

国
及
び
地
方
自
治
体
の
借
金
の
合
計
が
九
〇
〇
兆
円
を
越
え
ま
し
た
。
こ
の
金
額

は
一
般
会
計
予
算
の
十
年
分
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
高
）
の
二
倍
を
超
え
る
膨
大

な
も
の
で
先
進
国
の
中
で
最
悪
で
す
。
（
23
・
1
・
3
附
日
経
新
聞
）
こ
れ
で
は

予
算
の
編
成
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
国
の
借
金
の
証
書
で
あ
る
国
債
の
格
下

げ
の
危
険
が
あ
り
ま
す
（
格
下
げ
の
程
度
に
よ
っ
て
は
破
産
で
す
）
軍
拡
や
米
軍
費

用
の
肩
代
わ
り
を
や
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
の
で
す
。 

 
 

国
民
生
活
も
高
齢
化
と
不
況
の
中
で
孤
独
死
や
自
殺
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

世
相
は
昭
和
初
め
の
不
況
、
そ
し
て
満
州
事
変
の
頃
と
そ
っ
く
り
だ
と
の
声
が
あ
り

ま
す
。 

併
し
今
の
私
た
ち
に
は
前
の
大
戦
の
惨
禍
に
対
す
る
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
国
憲

法
が
あ
り
ま
す
。 

特
に
そ
の
前
文
並
び
に
第
九
条
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
平
和
主
義
」
は
世
界
に
誇
っ

て
良
い
宣
言
で
す
。 

 
 

そ
し
て
第
二
五
条
で
は
「
す
べ
て
国
民
は
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
を
有
し
、
国
は
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
の
で

す
。
敗
戦
の
廃
墟
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
国
憲
法
。
戦
争
放
棄
、
平
和
的
生
存
権
、

基
本
的
人
権
の
旗
印
の
も
と
に
生
き
て
ゆ
く
の
が
日
本
人
の
道
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

※
参
考
資
料 

○
日
米
安
保
条
約
と
平
和
友
好
条
約
に
、
伊
藤
成
彦
・
（
中
央
大
学
名
誉
教
授
） 

○
日
米
同
盟
と
は
何
か
沖
縄
の
現
実
と
将
来
を
考
え
る
・
中
馬
清
福 

（
信
濃
毎
日
新
聞
主
筆
） 

 

（
以
上
） 

 
 

 
 

 
 


